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～
社
会
福
祉
協
議
会
が
取
り
組
む

生
活
支
援
・
地
域
支
援
に
つ
い
て
～

　

震
災
後
の
地
域
の
復
興
に
は
様
々
な
人
や
機
関
の
支
援
が
必
要
で
す
。

地
域
に
よ
っ
て
被
害
状
況
が
異
な
る
こ
と
か
ら
も
、
復
興
支
援
は
一
律
で

は
な
く
、
段
階
に
応
じ
た
支
援
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
今
後
、

生
活
支
援
期
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
必
要
な
の
か
、
宮
城
県
災
害
・
被
災
地
社
協
等
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
協
働
運
営
し
て
い
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
の
桑
原
英
文
氏
に
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

震
災
後
の
地
域

福
祉
の
展
開
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桑
原　

英
文 

氏

1
9
6
4
年
福
岡
県
生
ま
れ
。
東
京
農
業
大
学
卒
業
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
職
員
な
ど

を
経
て
、２
０
０
２
年
に
設
立
し
た
Ｊ
Ｐ
Ｃ
ｏ
ｍ
（Japan 
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）
で
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
し
ょ
う
が
い
児
の
自
立
支
援
や
農
村
開

発
を
進
め
て
き
た
。
こ
の
取
り
組
み
を
ア
ジ
ア
に
広
げ
よ

う
と
本
年
６
月
、
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
が
元
気
で
幸
せ

に
成
長
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
応
援
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
４
・
チ
ル
ド
レ
ン
を
設
立
し
た
。

援
者
を
つ
な
ぐ
仕
組
み
づ
く
り
に
も
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
．�

社
協
が
、
生
活
支
援
・
地
域

支
援
に
取
り
組
む
の
は

「
自
治
体
や
各
種
団
体
を
繋
ぎ
、
生

活
全
体
を
考
え
た
支
援
の
輪
を
つ

く
る
の
が
社
協
」

　

被
災
し
た
方
々
が
、
で
き
る
だ
け
元

の
生
活
に
近
い
形
で
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
行
う
社
協
に

よ
る
震
災
後
の
地
域
福
祉
活
動
は
大
変

重
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
担
っ
て
き

た
支
援
活
動
に
お
け
る
社
協
の
役
割
と

機
能
は
、
今
後
さ
ら
に
重
要
と
な
り
中

核
的
な
位
置
を
占
め
ま
す
。

　

地
域
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
在
宅

生
活
の
再
開
、
応
急
仮
設
住
宅
で
の
生

活
開
始
、
泥
出
し
や
片
づ
け
な
ど
の
生

活
再
建
の
環
境
整
備
の
取
り
組
み
は
、

並
行
・
並
走
し
て
い
く
も
の
で
、今
後
は
、

重
層
的
、
複
合
的
な
活
動
が
継
続
す
る

と
捉
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

社
会
福
祉
を
推
進
す
る
協
議
会
と
し

て
の
役
割
を
十
分
に
機
能
さ
せ
計
画
的

に
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
き
ま

す
。

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
い
つ
ま
で
も
現
在
の
ス
タ
イ

ル
で
続
け
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、

安
易
に
閉
所
せ
ず
、
被
災
地
内
の
支
援

力
の
回
復
、
経
済
活
動
の
再
開
な
ど
地

域
の
状
況
と
変
化
を
キ
ャ
ッ
チ
し
つ

つ
、「
○
○
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
」「
○

○
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
」「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
に
移
行
し
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
な
支
援
を
継
続
し
て
行
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

３
．�

応
急
仮
設
住
宅
の
生
活
支
援

や
、
地
域
の
復
興
支
援
は
ど

の
よ
う
に
関
わ
れ
ば
よ
い

の
か
？

「
震
災
後
の
生
活
支
援
、
地
域
支
援

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ワ
ー
ク
の
延

長
線
上
に
あ
る
」

　

国
の
第
一
次
補
正
で
設
置
が
決
ま
っ

た
生
活
支
援
相
談
員
な
ど
の
雇
用
と
業

務
に
向
け
た
動
き
か
ら
、
今
後
社
協
が

行
う
事
業
は
、
応
急
仮
設
住
宅
の
入
居

者
支
援
中
心
と
捉
え
が
ち
で
す
が
、
応

急
仮
設
住
宅
も
「
在
宅
生
活
」
で
あ
り
、

市
町
村
内
の
住
民
の
福
祉
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
調
整
し
提

供
す
る
こ
と
が
、
社
協
に
は
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

元
の
住
宅
で
生
活
す
る
方
、
応
急
仮

設
住
宅
の
入
居
者
（
他
の
市
町
村
の
住

宅
入
居
者
）
へ
の
支
援
は
、
公
的
サ
ー

ビ
ス
、
介
護
な
ど
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
と

ど
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
な

が
り
の
維
持
、
元
気
づ
け
、
安
否
確
認

な
ど
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

の
関
わ
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
第
一
次
補
正
で
は
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

経
費
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

生
活
支
援
相
談
員
活
動
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
は
連

携
・
協
働
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

生
を
支
援
す
る
人
材
に
関
す
る
経
費
も

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
は
、
災
害
支
援

か
ら
復
興
支
援
へ
の
道
筋
を
検
討
し
、

実
行
し
て
い
く
業
務
で
あ
り
、
本
来
の

社
協
職
員
・
専
門
員
の
専
門
性
が
求
め

ら
れ
る
職
務
と
言
え
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
頃
か
ら
地
域

の
各
種
団
体
・
関
係
機
関
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
を
図
り
、
住
民
と
と
も
に
地
域

の
福
祉
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
社
協

が
、
災
害
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
日
常

生
活
や
地
域
の
絆
を
再
生
し
、
復
興
ま

で
の
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
住
民
に
寄

り
添
う
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー

ク
実
践
そ
の
も
の
で
あ
り
、
包
括
的
な

支
援
に
社
協
が
取
り
組
む
の
は
社
会
的

使
命
と
い
え
ま
す
。

４
．�

今
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
位
置
づ
け

「
多
面
的
、
継
続
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
」

　

東
日
本
大
震
災
発
生
後
、
県
内
の
ほ

と
ん
ど
の
社
協
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
地
震
や
津
波

被
害
か
ら
の
回
復
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
は
、
被
害
を
被
っ
た
住
民
の

方
々
の
生
活
再
開
や
再
建
の
た
め
に
全

国
の
社
協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
企
業
、

個
人
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
不
特
定
多
数
の
支
援
力
を
結

集
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
目
の
前
の
困
難
に
対
処

す
る
時
期
か
ら
、
今
後
は
復
興
度
合
い

に
適
応
し
て
い
く
時
期
と
変
化
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
長
い
道
の
り
を
考
え
、
一
番

の
支
え
手
と
な
る
地
域
の
方
々
を
中
心

と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
住
民
参

加
型
活
動
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
タ
イ
ミ

ン
グ
が
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
の
命
、
生
き
が
い
、
つ
な
が
り
、

住
ま
い
、
仕
事
と
収
入
、
学
び
、
ま
ち

づ
く
り
な
ど
暮
ら
し
全
体
に
つ
い
て
、

住
民
が
集
い
、
考
え
、
支
え
合
う
取
り

組
み
を
生
み
だ
し
て
い
く
よ
う
な
機
会

を
作
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

社
協
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
・
ス
タ
ッ
フ
が
、
孤
独
死
や
引

き
こ
も
り
防
止
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
の
目
的
か
ら
、
仮
設
住
宅
集
会
所
で

サ
ロ
ン
を
開
催
す
る
、
安
否
確
認
の
た

め
個
別
訪
問
を
行
う
、
持
ち
込
み
企
画

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
元
気
づ
け
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
の
支
援
者
中
心

と
な
っ
て
企
画
実
施
す
る
活
動
も
必
要

で
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
ど
う
し
て

い
き
た
い
か
、
ど
こ
を
支
え
後
押
し
す

れ
ば
よ
い
か
な
ど
、
必
要
な
支
援
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
考
え
、
調
整
す

る
方
向
転
換
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
震
災
が
起
こ
る
前
か
ら
行

っ
て
い
た
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
声
に

耳
を
傾
け
、
多
種
多
様
で
多
面
的
に
取

り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

５
．�

連
携
・
協
働
体
制
を
形
成
し

な
が
ら
推
進
す
る

「
社
協
が
地
域
生
活
支
援
の
要
と
な

り
、
支
援
の
連
動
・
連
携
を
図
る
」

　

住
民
の
立
場
に
立
ち
、
生
活
者
の
視

点
を
重
視
し
た
被
災
者
支
援
が
最
も
重

要
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
支
援
す
る
個
人
・

団
体
が
個
々
ば
ら
ば
ら
に
支
援
を
し
て

い
た
の
で
は
、
支
援
の
空
白
や
重
複
化

が
起
こ
り
ま
す
。

　

中
長
期
的
支
援
の
中
で
は
、
自
治
組

織
、
地
縁
組
織
、
民
生
児
童
委
員
な
ど

の
地
域
支
援
者
、
公
的
支
援
者
と
し
て

の
自
治
体
、
医
療
・
保
健
・
法
律
・
警

察
な
ど
の
専
門
的
支
援
者
、
生
活
協
働

組
合
、
青
年
会
議
所
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
/
Ｎ

Ｇ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
支
援
者

と
共
に
、
連
携
・
協
働
体
制
を
形
成
し

な
が
ら
推
進
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま

す
。
支
援
格
差
を
無
く
し
、
知
恵
と
手

法
な
ど
の
交
換
の
場
を
作
り
、
そ
の
事

務
局
機
能
を
果
た
す
の
は
、
公
共
性
が

高
く
、
地
域
に
根
差
し
、
継
続
性
が
約

束
さ
れ
る
団
体
の
役
割
と
言
え
ま
す
。

（
寄
稿
）

　

震
災
後
の
地
域
福
祉
の
推
進
に
は
、

生
活
支
援
相
談
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
生
を
支
援
す
る
人
材
に
よ
る

具
体
的
な
支
援
に
加
え
、
社
会
福
祉
協

議
会（
以
下「
社
協
」と
い
う
。）が
様
々

な
支
援
者
と
の
連
携
の
要
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
、
個
別
の
生

活
支
援
、
支
援
者
間
の
連
携
推
進
な
ど

そ
の
役
割
を
担
う
た
め
に
は
、
市
町
村

ご
と
、
社
協
ご
と
に
計
画
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
生
活
支
援
期
」

　

こ
れ
か
ら
地
域
福
祉
を
進
め
て
い
く

上
で
は
、
被
災
地
の
現
状
、
特
に
生
活

者
の
状
況
や
立
場
に
即
し
た
生
活
支

援
、
地
域
支
援
活
動
の
展
開
を
重
点
的

に
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
○
応
急
仮
設
住
宅
に

入
居
し
慣
れ
な
い
生
活
を
さ
れ
る
方
々

○
自
宅
に
戻
り
生
活
再
開
さ
れ
る
方
々

○
長
期
的
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
方
々
○
市
町
外
・
県
外
に
移
転

さ
れ
て
い
る
方
々
に
対
し
て
、
そ
の

方
々
に
起
こ
り
が
ち
、
陥
り
が
ち
な
課

題
に
着
目
し
て
、見
守
り
や
元
気
づ
け
、

つ
な
が
り
づ
く
り
・
維
持
、
公
的
支
援

や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支

援
へ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
生
活
支

援
相
談
と
具
体
的
な
援
助
に
取
り
組

み
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
自
立
的
復
興
に

向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

生
活
支
援
や
復
興
を
展
開
す
る
主
体

は
社
協
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

の
被
災
者
・
被
災
地
の
長
期
的
な
支
援

に
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
強
化

し
、
多
面
的
に
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
住
民
の
立
場
に

立
ち
、
生
活
者
の
視
点
を
重
視
し
た
被

災
地
に
お
け
る
地
域
生
活
支
援
の
連
携

と
協
議
の
場
を
つ
く
り
、
そ
の
調
整
機

関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

地
域
生
活
支
援
に
取
り
組
む
た

め
の
考
え
方

１
．�

社
協
と
し
て
総
合
的
な
取
り

組
み
を
推
進
す
る
に
は

「
社
協
と
し
て
の
復
興
へ
の
思
い

を
、
関
係
者
が
共
有
で
き
る
計
画
に

す
る
」

　

今
後
、
社
協
と
し
て
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
取
り
組
み
た
い

こ
と
を
整
理
し
、
取
り
組
む
時
期
と
優

先
順
位
、
実
現
性
な
ど
に
つ
い
て
中
核

的
な
役
職
員
等
と
計
画
を
つ
く
り
ま

す
。

　

計
画
づ
く
り
と
そ
の
実
行
に
あ
た
っ

て
は
、
被
災
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
真
ん
中

に
据
え
て
、
社
協
事
務
局
、
地
域
の
関

係
者
、
ま
ち
づ
く
り
関
係
者
、
内
外
の

支
援
者
、
行
政
な
ど
と
役
割
分
担
し
て

取
り
組
み
を
開
始
し
ま
す
。

　

社
協
だ
け
が
、
被
災
住
民
支
援
を
行

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
各
支

宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
け
る

復
興
支
援
の
取
り
組
み

～
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
か
ら
復
興
支
援
へ
の
転
換
に
向
け
て
～

　

東
日
本
大
震
災
の
発
災
か
ら
お
よ
そ
5

カ
月
が
経
過
し
、
被
災
地
の
状
況
に
応
じ

て
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
取

り
組
み
も
仮
設
住
宅
等
の
生
活
支
援
等
、

新
た
な
段
階
へ
と
移
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

3
月
11
日
の
発
災
か
ら
5
カ
月
を
迎
え
、

被
災
住
民
の
方
々
は
生
活
復
興
へ
の
道
を

一
歩
一
歩
、
歩
み
始
め
て
い
ま
す
。
宮
城

県
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
は
、
県
内

外
の
社
協
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の

支
援
を
受
け
な
が
ら
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
活
動
を
中
心
に
被
災
地
域
の

市
町
社
協
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
被
災
住
民
や
避
難
住
民
が
避
難

所
か
ら
仮
設
住
宅
や
賃
貸
住
宅
等
へ
の
移

転
が
始
ま
り
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
役
割
も
当
初
の
緊
急
時
支
援
か
ら

復
興
支
援
の
役
割
に
移
行
し
つ
つ
あ
り
、

第
一
次
補
正
予
算
に
よ
る
「
生
活
支
援
相

談
員
」
等
の
配
置
が
さ
れ
る
な
ど
、
被
災

地
域
の
市
町
社
協
が
主
体
と
な
っ
た
地
域

支
援
に
移
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

宮
城
県
内
の
市
町
村
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
等
の
状
況

　

7
月
11
日
現
在
、
13
の
市
町
に
て
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
等
が
設
置
さ
れ
、

現
地
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に

関
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
発
災
直
後
の

初
期
段
階
に
お
け
る
避
難
所
支
援
を
経
て
、

泥
出
し
・
片
付
け
等
に
移
行
し
、
復
興
状

況
に
応
じ
て
、
現
在
は
、
仮
設
住
宅
へ
の

移
行
、
被
災
住
民
へ
の
生
活
支
援
・
新
た

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
支
援
の
段
階
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
市
町
に
お
い

て
は
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

と
い
う
名
称
か
ら
生
活
支
援
を
担
う
「
復

興
支
援
セ
ン
タ
ー
」
等
へ
名
称
を
変
更
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
一

部
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
泥

出
し
・
片
付
け
等
の
ニ
ー
ズ
が
継
続
し
て

お
り
、
今
後
の
支
援
の
方
向
性
に
つ
い
て

も
模
索
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

※�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
数
（
7
月
11

日
現
在
）　

約
30
万
人
（
延
人
数
）

　

※�
詳
し
い
状
況
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

http://m
sv3151.c-bosai.jp/

宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
り
組
み

　

宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
協
働
団

体
の
協
力
を
受
け
、
被
災
地
域
の
市
町
社

協
が
主
体
と
な
っ
た
復
興
活
動
の
支
援
を

行
う
た
め
に
、
復
興
支
援
に
向
け
た
組
織

体
制
・
事
業
計
画
の
変
更
、
及
び
被
災
市

町
支
援
の
重
点
化
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

引
き
続
き
、
県
内
内
陸
部
市
町
村
社
協
及

び
全
社
協
、
北
海
道
・
東
北
、
近
畿
、
中
国
・

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
社
協
等
全
国
の
社
協
の
職

員
が
、
沿
岸
部
の
市
区
町
村
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
応
援
に
入
る
た
め
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
全
国
の
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

の
応
援
と
し
て
、
3
月
18
日
か
ら
7
月
10

日
ま
で
約
８
，
６
０
０
人
（
延
人
数
）
の

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

宮
城
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

は
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

8
月
よ
り
「
宮
城
県
災
害
・
被
災
地
社
協

等
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

に
名
称
を
変
更
い
た
し
ま
し
た
。
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